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ス タ ッ フ &東 Jヒ出 身 者 の 方

ひとことコーナー
長崎歴史文化博物館 館長
大堀 哲 (おおほり さとし)さん

①プロフィール
福島県会津若松市出身。現・長崎歴史文化博

物館館民 日本ミュージアム・マネジメント

無 、九州慟 獨 鵬 会 振 、長崎熙

″癬翡形鶏劉罠も粛雄亀

②長崎に来ることになつたきつかけは。
平成17年に、長崎歴史文化博物館の館長に就任が決まってか

らです。それ以前は観光で来たぐらしゝ 長崎に来ることは想定

外でした

③長崎のお気に入りの場所を教えてください。
やはり長崎歴史文化博物館ですね (笑)。普通、自分のとこ

ろは、ほめませんが、私はあえて言うようにしています:長崎

に関する歴史と文化が集結していて、内容も充実しています。

観光客には特におすすめしたい。ぼんやりと観光地を巡るより

も、まずはここへ来てから観光地に行くと、より楽しいと思い

ますよ。

④ボランティアに望むことは何ですか。
本当に相手の必要となるようなことをすること。相手に対し

て 「してあげますJといった態度は良くないですよオ、それと、

いろいろと聞き出そうとしてしまい、相手にストレスを与えて

しまつている気がします:ど ういうことを望んでいるのかを、

自然に寄り添ハながら考えていくことが大切だと思いま丸

⑤国人的に行つているボランティアはありますか。
福島は今、原発の問題が大きい。原発から離れた会津若松市

でさえ、農家が野菜や果物を出荷できずに、風評被害に苦しん

でいます。私は福島から野菜を送っていただいたり、地元の方

とまめに連絡を取つて、おコ′)励ましあっていますЭ

⑥お仕事を通して何か活動されていることはありますか。

大震災によつて、東北の博物館の資料が津波をかぶつたり、

破損したりと被害に遭っていますし今、その全体の被害状況が

把握できつつあるので、具体的な支援をどう行つていくのかを

学会で話し合うことになっています。国や民間のボランティア

団体、そして海外からも支援したいとの声が上がっているので、

意見をまとめながら復旧作業を行つていくつもり観

⑥最後に被害者へのメッセ
ージをお願いします。

被害に遭われたみなさん全員が、同じ立場で苦しんでいると

思っていますしでも、必ず解決すると信じてくださしゝ 不安に

ならないよう、孤立しないように手を取り合っていくことが大

事です。みなさんが強い意志を持っていただけるよう、願つて

いま九
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長崎名物のチリンチリンアイスとは100円 で気軽に買える、屋台のアイスクリ
ームのこと。屋台によつてはアイスを

光地や行事のたびにいたるところに出現するので
一度食べてみてはいかがでしょうか。

にしてくれるところもある。観


